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『
 

ょかわら ③ 、 
世帯数 13,723 

（昭和.50年'U月1日現在）住民基本台帳から 

市 の 人 口 男25,035人 

51,831人 	女26,796人 

半えら五・中技庭におよそ1. 500 入の市民三参加 L ておこなわれ、 

さわやかなあさ日を浴びて思い切り手足を仲ばしていま L た 。 

日本放送協会など主 

匪の 持別巡回ラジオ体操」 が、10月10日（体育の日」午前6時 

で
年

そ
と
 

体育の日 の朝 

ー
 
ー
 
十

月
二
十
一
 

n

一
火
）
 
暗
 

?‘
、一
 
後
需

雨
 

.
J
L
一
 

朝
、
 
一
。
一
 

キ
 
＼
響
談」
 

ん
だ
市
消
防
署
、
 

消
防
団
に

よ
る

消
防
自
動
車
十

九
台
の
火
防
バ

レ
ー
ド
に
，
感
謝

と
激
励
の
手

を
振
っ

て
登
庁
．、

 

そ
の
後
．

五
符
謙
旧
ミ

通
課

長
と
会

い
、
交
雨
曹
叫
，
、

ー
二
L
と
、
 

十

一
月
四
目
め
注
」起
 

J
 

い
て
話
し
台

い
庁
舎

に
到
着
。
 

．ニ
E
生
活
環
境

課
長
に
、

柳

町
ゴ

ミ
収
積
所
が

歩
道
沿
い

に

あ
る
の
で
、

移
転
に

つ
い
て
町

内
の
方
身
と
相
談
す
る

こ
と
を

指
示
し
市
長
室

に
人
る
。
 

笹
教
育

研
修
指
尊
室
長
か
ら
・

五
所
川
原
合

唱
団
が
県
代
表

と

し
て
全
n
太
人
H
唱

コ
ン
ク
ー
ル

東
北
大
会

に
出
場
す
る
む

ね
の

報
告
を

受
汁

る
 
昨
夜
市

民
文

化
会
館
前

の
通
り
す
が
り
、
・
堂

々
た
る
ボ
リ
ュ
・
・
ムと
美
し

い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
耳
に
し
、

ス
モ

ソ
グ
で
喉
を
傷
め
ね
ば

よ
い
が

と
心
配
L
た
ば
か
り
じ
二
十
数

年
前
五
高
の
音
楽
宝
に
薪

を
持

ち
寄
っ

て
練
習
し

て
い
た
頃
の

憲
法
学
者

と
畏
敬
さ
れ
た

長
内

正
明
さ
ん
、
西
谷
の
・
す
ン
ボ
の

愛
称

で
慕
わ
れ

た
陣
正
良
さ

ん

の
顔
が

ふ
っ
と
去
米

十
る
。
 昭

和
四
十
七
年
全
H
本
優
勝
の
弘

前
メ
ン
ネ
ル
コ
ー
ル
な
ど
と
肩

を
並
べ

る
本
格
派

に
育
。

て
い
 
 

た
五
所
川
原
A
ロ
唱
田
の
歩
み
に

つ
み
か
さ
ね
の
尊
さ

を
あ
ら

た

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
G
 

十
時
、
市
議
会
特
別
委
員
会

に
出
席
、
 
一
般
会

計
補
正
予
算

審
議
f
 

ト
，
一
時
三
十
分
、
職
安
奈

良

所
長
さ

ん
、
労
動
省

の
納
富
き

ん
来
庁
，
五
所
川
原
総
合

高
等

職
業
訓
練
校

の
短
大
昇
格
に

つ

い
て
助
力
を
お
職

い
す
る
（
．納

富
さ

ん
は
、
昭
和
四
十
四
年
学

園
部
市

宣
言

の
年
に
現
在

の
訓

練
校
誘

致
に
際
し
．

県
職
業
安

定
課
長

と
し
て
ご
泰
力

を
い

た

だ
い
た
方
．
今
ま
た
短
大

昇
格

問
題
で
お
カ
添
え
を

願
う

こ
と

に
な
っ
た
。
 

二
時
、
黒
石
市

助
役
洋
田
氏

来
庁
〔
一黒
石
の
水
害
に
対
し
、
 

九
H
二
十
二

日
か
ら
十

H
四
日

ま
で
延

ぺ
五
十
，
人
の
五
所
川

原
市
職
員
●
】
派遣
L
、
測
量
、
 

製
図
．
設
計
等
の
面
で
援
助
し

た
こ
と
に
対

し
丁
重
な
お
礼
存
一

受
け
る
。
 

三
時
，
 
「
五
所
川
原
市

安
全

運
転
管
理
一者
事
業
主
研
修
会
」
 

に
出
席
、
県
警
本

部
犬
内
参
事

官
か
ら
、
県
内
交
通
事
故
の
現

況
を
聴
く
c
他
の
）
打
事の
た
め
！

五
所
川
原
簡
裁

川
上
判
事

の
溝

演
は
拝
聴
で
き
ず

に
退
席
c
 

四
時
、
記
者
懇
談
会

に
出
席
に
 

夜
、
元
行
政
相
談
貝
藤
田
平

太
郎
氏
の
葬
儀
に

つ
い
で
米
客

あ
り
十

一
時
就
寝
。
 



1
 

第 15回市総合文化祭 

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に

つ
い
て
の

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
 
⑤4321番 

市
文
化
振
興
会
議
主
催
、
 

市
中
央
公
民
館
、
市
民
文
化

会
館
、
県
文
化
振
興
会
議
後

援
の
、
 「第
十
五
回
市
民
総

合
文
化
祭
」
は
、
十
月
二
十

六
日
か
ら
十

一
月
ト
六
日
ま

で
市
民
文
化
会
館
を
主
会
場

に
開
か
れ
て
い
ま
す
「
 

会
場
別
の
催
し
も
の
は
次

の
と
お
り
で
十
二
 

市スポーツ賞の表彰式 

命川原市甥きソ賞表彰式 

（第 3 種郵便物認可） 広報ごしよがわら 

期 	日 時 刻 会 	場 行 	事 主 	管 

10)1 2611 

西北労働基準 

協会ホール 

第151"I 	.森 

県俳旬大会 
五所川原俳旬会 

9.00- 16 .1)0 
市中央公民 

館 

第12回青森 

県川柳大会 
川柳岩木吟社 

11月2.3 1! 9.00-16.00 

書 道 展 書 道 会 

市民文化 

会館 

華 道 展 
小原、遠州、龍生派 

池坊 

菊 花 展 晩 香 会 

盆 栽 展 盆 栽 会 

絵 画 展 美 友 会 

11月 3 II 

10,00 	-16.00 
市中央公民館 

三道会館 
市民茶会 遠州、裏千家、表千家 

13.00 -16.00 
市民文化会館 

集合 

市内文化 

碑めぐり 

水
‘
・
内
和

、
 
 

歌
」無
田
上
 

一
・
ー
東
楽
 

八
句

、
ん
 

山
碑
碑
歌

碑
草
山
原
  

、
壊
間
げ
 

牧

、
、
碑

木
碑
加
と

隆
聞
蘭
毎
 

若
郎
一
縫
碑
  13.00 -13.10 謡 	曲 に生会 

13.10 	-14.00 パ レ エ (！長方敏子バレエ研究所 

14.00 -15.00 竿 	「掬 双 葉 会 

15.00 -16.00 市民文化会館 詩吟、剣舞 詩吟同好会 

16.00 -16.30 バ 	レ 	J アカネパレエ教室 

16.30 -17.30 ヒ 	ア 	ノ I7 	草 	会 
18.00 -20.00 1.I 本舞踊 綾 扇 会 

1l'18.9. 10日 9.00-.-16.00 丸友テ‘ー一ト 洋 画 展 洋画研究会 

II UJ 	9 f:f 9.00-18,00 市中央公民館 
第15回青森 

県短歌大会 
矩 歌 会 

11月 9日 9.30-16.00 
国連青少年の 

家 

植物研究発 

表会 
津軽植物の会 

' r1 14.00 	-16.00 市x文化会館 演劇発表会 演劇サークル動物園 

の
花
輪
や
香
典
、
お
中
元
や
お

歳
暮
、
開
店
祝

い
の
花
輸
や
大

芋
祝
い
、
卒
業
祝
い
の
お
金
や

品
物
な
ど
を
噌
る
こ
と
は
で
き

ま
持

7
叱
 

県
税
 
個
人
事
業
税
第
二
期
の
 

納
期
限
は
 

十
ニ
月
一
日
で
す
 

O
納
税
貯
蓄
組
合
員
は
、
組
合
 

一1

納
税
は
 
ー

／

／
ー
納
期
限
 
／
 

市
で
は
、
た
い
肥
を
施
用
し

て
良
質
米
を
多
く
生
産
す
る
た
 

を
通
し
て
納
め
ま
し
ょ
う
 

「
ー
 

共
励
ム
ム
開
くー

 

ノ
 

り
 
は
且
月

5
日

ー
レ
 

め
、
 
「堆
肥
生
産
共
励
会
」
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
参

加
を
望
ん
で
い
ま
す
。
 

お
申
し
込
み
基
準
は
、
三
人
 

ー
チ
ー
ム
と
し
、
ひ
と
り
の
堆

積
は
ニ
ト
ア
ー
ル
以
上
の
稲
わ

ら
を
施
用
し
て
い
る
こ
と
。
 

十

一
月
十
五
日
ま
で
の
間
に

市
農
林
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
 

五
ト
年
の
、
 「市
ス
ポ
ー
ツ

賞
」
の
表
彰
式
は
、
十
月
十
日
 

市
で
は
、
た
い
肥

の
施
用
に
よ
り
地
力

の
維
持
増
進
を
は
か

り
、
良
質
、
安
定
、
 

確
収
の
稲
作
を
推
進

す
る
た
め
補
助
金
交

付
要
綱
に
よ
り
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
b
 

た
い
肥
生
産
者
は
、
 

一
 
」

巾
幽
皿
詠
課ま
で
お
申

一
 

一
 ー
・入
一み
く
が
」さ
，
」
。
 

▽
締
切
り
 
十
一
月
十
五
日
 

な
お
、
詳
し
く
は
、
市
農
林

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
に
お

祭
り
ゃ
運
動
会
な
ど
の
寄
付
を

ね
だ
る
と
法
律
違
反
に
な
り
ま

す
。
 

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
は
、
 

身
辺
を
き
れ
い
に
し
な
け
1
1
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
選
挙
区
内
の
人
に

寄
付
を
十
る
こ
と
は
法
律
で
禁

止
さ
1
1ま
し
た
 

い
つ
、
い
か
な
る
場
合
で
も

ま
た
、
選
挙
に
関
係
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
名
儀
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
て
も
、
お
祭

り
な
ど
の
寄
付
、
お
葬
式
の
時
 

ー
 

一
 

付
 

に
交
 

者
を
 

産
金
 

生
助
 

   

   

 

くこうにどらニン 
旅行のお議別 

 

受
賞
お

め
で
と

う
 
獲
郎
 

今
後

の
活
躍
に
も
期
待
 

「体
育
の
日
」
午
前
十
時
か

ら

市
民
文
化
会
館
で
お
こ
な
わ
れ

功
労
者
の
三
上
昭
一
一

さ
ん
ほ
か
個
人
二
十

五
人
、
九
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
J
 

表
彰
式
で
は
、
前

田
市
教
育
委
員
長
か

ら
受
賞
者
ひ
と
り
ひ

と
り
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
あ

と
、
佐
々
木
市
長
、
 

福
士
議
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
お
祝

い
の
こ
と

ば
が
あ
り
ま
し
た
。
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きき 曽 皇圭l 
’ ・→  ～一  、 

噌;擢 t:cら→ 3"5年ぶI〕に里 

市
プ
ー
→
．ト

ー
月
一
目
か
ら

十

一H
二
十
八
日
ま
で
を
、
 
「
 

市
税
年
内
完
納
強
調
期
間

」
に

定
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
カ
を
お
 

願
い
ー
ーて
お

り
ま
す
。
 

‘ぎ
し
よ

・
（
・
 

市
税
納
期
限
は
 

固
定
資
産
税
  

4
購
1
1リ
m
日
 

2
8日
と
な

・
！て
お
り
ま
才
・
。
 

な
お
、
十
二
H
二
十
八
H
は
 

日
曜
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
 

で
、
ト
二
月
二
十
九
日
ま
で
完
 

納
し
で
く
だ
さ
」

・
 

こ
の
期
u
ま
で
納
 

お
手
も
と
の
納
税

通
知
書
を

い
ま
一
度
た
し
か
め
、
す
べ
で
 

め
税
金
を
十
二
月
二
十
八
日
ま

で
に
完
納
し
明
る
い
年
を
迎
え
 

国
民
健
康
保
険
税
 

市
県
民
税
 
4
期
1
2月
2
8日
 

国
民
健
康
保
険
税
 
4
期
1
2日
 

付
さ
れ
な
い
方

は
、
納
税
表
彰

に
該
当
し
な
く
な
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
n『
 

3
期

1
1月
 

3
0日
 

身
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
成
 

川
さ
ん
宅
で
仏
壇
に
飾
ら
れ
で
 

い
る
両
親
の
遺
影
と
涙
の
再
会
 

を
し
ま
し
た
。
 

〔
写
真
は
．
青
森
駅
に

つ
い
た
 

山
日
さ
ん
（
左
）
】
 

生
活

環
境
 

パ
ト

ロ
ー

ル
本

部
 

・

一
％
・
‘
 

わ

1
4
 

ィ

J
c
し
 

ん

1
4
 

環
境
づ
く
り
じ

で
5
、
 

z
 を
 

×
 x
 x
 
x
 ×
 
×
 
メ
 

父 

、 5O. Ii. I1-15O. Ii. lfl 
.1.1. LI 合同納悦表彰式、市民文化会館 13 

時から 

13・16 響字（納税作品）展示会、マルキ飛

島テ。パート S 階

く主催 西北五納貯連〕 

13 二 l4 無料税務相談、マルキ飛島デパート 

5 階 

1
1
 

1
3
 

駒
 

税を知る週間行事 

」難
い
 

一
 

礎
鷲、
，
警
 

市
の
執
務
時
間
が
ト

ー
月
．
 

（休
憩
時

岡
は
、
午
後
零
時

目
か
「一二
二
り
二
十

一
日
ま
で
、
 

か
ら
午
後
零
時

四
十
五
分
ま
で
 

・

誉
 
市
の

執

務
、

冬

時
間
に
 
）
 

の
と
 
平

日
は
午
後

4
時
1
5分
ま
で
 
▽
土

曜

お
り
変
更
に
な
り
よ
→
―
 
日
 

T
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

▽
平
日
 
ケ
前
八
時
．
十
分
 
後
零

時
十
五
分
ま
一
、
 

か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で
 

老
人
医
療
費
の
無
料
化
 

”
驚
等
級
の
昇

級
申
請
を
 

'
 

《
 

m
満
川
，

【堤
巾
目
東
北
部
一

に
渡
「
‘h・
七
 

だ
が
．
終
載
後
、
現
地
を
襲

り
た
食
糧
難
な
ど
で
両
親
、
渡

満
後
生
ま
れ
た
ふ
た
り
の
妹
を

次
々
と
叫
ぺい
、
そ
の
後
折
江
さ

ん
と
も
生
き
別
れ
の
状
態
。
 

折
江
さ
ん
は
、
叔
父

の
戎
川

幸
七
さ
ん
（
五
五
〕
 
小
曲

ー
 

と
十
歳
の
と
き
帰
国
し

て
い
た

が
、
こ
れ
ま
で
章
推
さ
ん
の

消
 

息
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
 

章
雄
さ
ん
は
、
十

月
七
日
午
後
、

羽
田

着
の
中
国
民
航
機
で

帰
国
、
た
だ
一
人
の

肉
親
、
折
江
さ
ん
と

三
十
年
ぶ
り
に

感
激

の
対
面
を
し
ま
し
た
と
 

翌
八
日
朝
、
特
急
 

「
は
く
つ
る
」
 
で
青

森
駅
に
脊

い
た
章
推

さ
ん
は
、
岩
舘
助
役

ら
に
迎
え
ら
れ
で
一

路
生
ま
れ
故
郷
へ
、
 

六

f
H
間
の
滞
在
中
 

国
体
選
手
役
員
の
宿
泊
け
、
 

青
森
県
の
場
合
，
民
泊
は
み
と

め
な
い
し
旅
舘
の
使
用
の
み
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
一》

 

市
内
の
旅
舘

の
収
容
数
は
、
 

．九
軒
で
、
九
L
二
裏
で
全

n
 

を
収
客
 
、
、→・
ー
 
」
‘
『
『、隣
接

町
村
の
L
」
‘ー
柔
踊
い
ョ
る
配

宿
引
画
を
紗
『
て
い
る
。
 

ま
ず
木
造
町
四
軒
に
は
二

一
一

ニ
名
、
金
木
町
四
軒
に

一
四
〇
 

▽
該
当
す
る
等
級
 

α
「
、
 ，
、二
級
ま
た
は
四

級
の
一
部
（

一
、
三
、
四
号

〕
 

の
四

級
は
、
医
師
の
証
明
書

ま
た
は
市
福
祉
事
務
所
長
の
証

明
書
を
添
付
す
る
こ
と
 

競
】体
鷲
ま
」み
」
 

叱
×
×
 ×
 H
 ×
メ

x
雄
素
 

名
、
鶴
田
町
四
刺
に
．
一O
一一
一名

を
含
め
で
合
計
一
、
五
三
八
名

で
ど
う
や
ら
問
に
あ

い
そ
う
で

あ
》つ
て
 

L
か
し
神
山
に
あ
る
少
年
自

然
の
家
、
な
ら
ぴ
に
廻
堰
に
新

築
さ
れ
た
国
選
年
金
保
養
セ
ン

タ
ー
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
状
態
で
あ

る
。
 

そ
の
他
一
般
観
覧
者
な
ら
ぴ

に
各
県
の
視
察
員
の
宿
泊
も
考

え
な
H
れ
ぱ
な
ら
ず
、
そ
れ
と

併
行

L
て
輸
送
問
題
も
あ
り
頭

が
痛
い

の
が
実
情
で
あ
る
。
 

▽
持
参
す
る
も
の
 

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
 

健
康
保
険
証
 

幼
児
の
と
き
開
拓
団
の
両
規

ら
と
渡
満
、
終
戦
時

の
混
乱
で

両
親
を
失
い
、
兄
第
と
も
生
き

別
れ
だ
っ

た
飯
詰
出
身
の
山
n
 

章
雄
さ
ん

（三
七
）
が
三
ト
五

年
ぶ
り
に
一
時
帰
国
し
、
ト
月

八
日
朝
故
郷
の
肉

親
ら
と
涙
の

再
会
を
し
ま
し
た
こ
 

章
雄
さ
ん
は
、
昭
和
十
五
年
 

（
当
時
三
歳
〕
に
両
親
、
姉
の

折
江
さ
ん
（
当
時
五
歳
〕
ら
と
 

六
十

に
山歳
か

ら
」
 
ド

九
歳
ま

で
の
h

一r
・
、等
級
の
昇
級
に
該

当
に
な
っ
た
人
は
、
 
「老
人
医

療
費
」
が
無
料
に
な
り
ま
ず
・
の

で
、
市
健
康
年
金

課
ま
で
中
請

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
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奥
え
に
任
意
加
入
の
お
す
す
め

ー
 

一
日
か
ら
年
金
普
及
推
進
月
間
 

一
 

第
八
回
市

民
  

硬
 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ラ
リ
ー
 

△
と
き
 
十
一
月
三
日

（
文
 

な
ど
余
興
も
あ
り
ま
す
。
 

化
の
日
）
 

△
集
合
 
午
前
九
時
ま
で
、
 

市
庁
舎
前
「
お
ま
つ
り
広
場
」
 

△
行
先
 
市
内
神
山
、
 
「津
 

1
長
寿

夫
婦
を
ー
 

》ー
 
顕
 

彰
Iー
 

軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ

ー
」
 
市

の
五
十
年
度
の
「
長
寿
夫

△
参
加
者
 
小
学
四
年
生
以
 
婦
顕
彰

式
」
は
、
十

一
月
六
日

上
 
（

木
）
午
前
十
時
か
ら
市
民
文
 

ム
持
参
す
る
も
の
 

化
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

畳
食
、
雨
具
、
手
袋
、
赤
ボ
 

当
目
は
、
結
婚
し
て
五
ト
年
 

ー
ル
ベ
ン
、
防
実
、
具
 

以
E
の
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
七

な
お
、
当
日
は
、

フ
ラ
ワ
ー
 
十

七
歳
か
・ら
八
十
歳
ま
で
の
八
 

セ
／
タ
ー
で
ゲ
ー
ム
、
ク
・
イ
ズ
 

ト
七
組
を
招
待
し
ま
す
。
 

(9、文 学〕 

著 者 名 

う え の お さ む 

ピエール、デュシエヌ

蜂 屋 廃 

さ、 え‘ ら書房 

陣
 

マ

さ
 
日
 

富

古

椋
武
開
及

黒
城
 

山
 
エ
 

1.i 本放送畠版協会 

慮

麗
 

友
 

和
千

一
二
荘

n
 

多

高
鳩
 

高
 

k
 

叫

山
 
田
 

川
井

山
 
岡
 

」
 

子

雄
十

か

健
男

次
郎

八

り
 
夏
 
雄
 

ザ
 

千
 
竜

山
 
中
 

中 

田 

の
 

る
 
工
 

」
轟
」
の
日
え
気
 

ぱ

警

絵
 る

 
工
 

軌
夫
 ！

 
ド
 

雌 

レントゲンカーによる結核検診 
検診日 

ii月 I7fl 

ク 

み 

中 

' 

地

小

田
高
福
鶴
上

下
 

名
曲

川
瀬
井

岡
川
川
 

区
 

ケ
藻

藻
 

検齢場所 

小曲集会所鹸 

奈 良 商 店 前 

高瓶異会所前 

小笠原消衛宅前’ 

三 好 農 脇前 

川浪民也宅前 

検診時問 
9 【 30,一一 9:50 
to : ooー一 10 ; 20 
to:30~ tO:so 
n:00 - ii:20 
u：釦～12:00 
j3 : OO~i3 :20 

大 川 商 店 前 13:30 -14:00 

。
，
 

 

（
世
界

の
願
い
 
交
通
安

全
 

急
ぐ
ほ
ど
 
減
ら
す
燃
料
 
増
す
危
険

，
 

t

。
 

社

社
社
社

秋
社

社
社

社

房
社

社
 

秋
聞
 

春

m
 
究

書
秋

編
 

i

畠
 

I
 

生
 

談
春

新
談
 

・
」
談
潮
研
 

春
 

;
i
 
Jー
』
‘

・
 
奉
 
i
 ‘
 
ー
 
．
‘

と
 

芸

日
 
サ

コ
 日
 
習
見

芸

婦

講
文
毎

講

文

新
講
新

学
一
一

文
主
 

ク
 
う
 
4
 シ
 
シ
 
‘
 
ク
 ク
 
り
 
帥
 的
 
5
0
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そ
こ
で
奥
さ
ん
自
身
に
も
年

金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
と

く
に
国
民
年
金
制
慶
に
任
意
加

人
の
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
人

で
き
る
わ
け
で
す
が
，
も
し
、
 

加
人
し
て
い
な
い
と
、
年
金
制

度
か
ら
永
久
に
と
り
の
こ
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
 
物
価
に

対
す
る
関
心
と
同
じ
よ
う
に
、
 

奥
さ
ん
自
身
年
金
に
も
関
心
を

持
っ
〉ー
・い
た
だ
き
た
い
と
思
い
 

市
教
育
委
員
会
主
催
の
、
 
「
 

市
民
体
力
診
断
テ
ス
ト
」
は
、
 

ト
月
十
日
「
体
育
の
日
」
午
後
 

か
ら
市
民
文
化
会
館
で
児
 

竜
，
生
徒
、

一
般
市
民
六
ー
へ

ほ
ど
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

青
、
壮
．
老
年
を
対
象
と
L
 

た
体
力
診
断
テ
ス
ト
で
は
，
家

庭
め
主
婦
や
お
と
し
よ
り
た
ち

も
混
っ
て
握
カ
を
計
っ
た
り
、
 

反
復
横
鵬
び
、
跳
躍
運
動
な
ど

五
種
日
め
診
断
テ
ス
ト
を
受
け

ま
し
た
。
 

ま
す
っ
 

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
ひ
と
つ

で
、
奥
さ
ん
自
身
の
老
齢
年
金

は
も
ち
ろ
ん
、
思
わ
巌
事
故
な

ど
で
障
害
者
や
母
子
家
庭
と
な

っ
た
場
合
で
も
、
国
民
年
金
が

支
給
さ
れ
、
生
活
の
さ
さ
い
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。
 

奥
さ
ん
白
身
の
将
来
の
た
め

ぜ
ひ
任
意
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。
 

ま
た
任
意
加
人
者
に

つ
い
て

は
高
額
年
金
、
つ
ま
り
「
附
加

年
金
」
 
に加
入
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
市
健

康
年
金
課
へ
お
問
い
あ
・わ
せ
く

だ
さ
い
。
 発

 
名
 

県
交
通
事
故
相
談
所
の
十
一
月
の
「
移
動
交
通
事
故
相
談

所
」
は
、
十

一
月
十
一一H

（水
）
午
前
ト
時
か
ら
市
中
央
い
？
 

移
動
交
通
事
故
相
談
所
は
＋
ニ
日
で
す
 

民
館
で
開
設
し
ま
す
」
交
通
事
故
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
1
6じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

 

   

景
 

風
 

」1 
 

ス
 

テ
 

 

  

 

． γ・ 

  

五
所
川
原
市
の
国
民
年
金
事

業
も
着
々
成
果
を
あ
げ
、
市
民

の
生
活
に
ゆ
る
ぎ
な
く
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
十
．
月
一
日
か
ら
全
国

い
っ
せ
い
に
、
 「国
民
年
金
普

及
推
進
月
間
」
と
定
め
任
意
加

入
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
、
イの
奥
さ
ん
は
、
 

将
来
、
ご
主
人
が
加
入
し
て
お

ら
れ
る
年
金
制
度
に
頼
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
奥

さ
ん
白
身
を
保
障
す
る
独
白
の

公
的
年
金
制
慶
が
な
く
、
国
民

皆
年
金
の
現
在
。
什（
り
て
も
、
 

年
金
制
度
の
谷
間
に
と
り
の
ー
ー
 

さ
れ
た
人
び
と
と
い
わ
れ
で
‘
い

ま
す
。
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